
 ６月に入り、職員室の「あずま屋」に向か

う扉を開けると、けたたましい鳥の声が聞

こえました。南館の換気孔で今年もムクド

リが子育てをしていました。２４日の朝に

は、全く鳥の声がしなくなりました。巣立ち

を迎えたようです。毎年５月には子育てを

していましたので、６月末まで幼鳥の声を聞くことができたのは嬉しい

反面、心配になりました。今年は、ウグイスの谷渡りが例年に比べ、

１ヶ月近く遅くなったり、梅の木の実があまりならなかったり、「何でだ

ろう」と思うことも多くあります。が、緑に囲まれた和田中ならでは、季

節の移り変わりを植物の芽吹きや動物の活動で感じられることは、嬉

しいことです。小学生部活動体験では畑で「ヤ

モリ」を発見した生徒もいました。今年はアジサ

イも長く咲いています。学校は「命」を育む場所

でもあると実感しています。 

テルミット反応は、授業ではできません。 

降ってくる白い粉は何でしたでしょうか。 

 ハンドボール投げは全身を使います。 

 ベンガラと炭素の粉を混ぜて加熱して 

 できたものは何でしたでしょうか。 

立ち幅跳びは飛び出すタイミングが… 

 
反復横跳びは案外難しい？！ 

    力が入って、緊張する種目です。 

７日（火）２年生理科出前教室                  

理科の授業ではできない素材を利用して酸化還元反応

の実験を行いました。 

２１日（火）２２日（水）は定期考査               

１年生にとっては初めての定期考査でした。緊張感をもっ

て臨むことができました。考査前のWADASTAをみるとテ

スト勉強を頑張っている様子が伝わってきました。 ３年

生の提出物も良くなった？とか。気合が入りましたね。 

「監
督
の
先
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が
い
て
、
教
科

の
先
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が
教
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来
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で
き
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。
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で
し
た
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２４日（金）新体力テストを実施しました。気温３０℃に近い中でのテストでしたが、係生徒のスムーズな進行で、 

各クラスともに順調に終了しました。「シャトルランは？」授業中に実施済みとのこと、ちょっとほっとしました。     

「ドテラ」も頑張っています！ 

地域本部主催の「ドテラ」、今年度は１年生が

３４名、２年生が１１名、３年生が６名登録して

います。日々の授業の復習や、各種検定に向

けて、また定期考査に向けて等、様々な学習

に取組んでいます。テスト明けの２５日（土）は

３０名が参加していました。３時間目の理科の

「円筒飛行隊を飛ばそう」では、何度も作り直

して、「高く」「遠く」を目指して挑戦していまし

た。一番遠くに飛ばしていたのは１年生でし

た。円筒形の跳びやすい形や、投げ方の工夫

など、机上だけに収ま

らない学習を楽しんで

いました。 あなたも

「ドテラ」に参加しませ

んか？ 
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自立貢献 
大きな「意味」を持った運動会を終えて                                             

 「新しい伝統への一歩」                             財田マーヴィン光紘 

 私が掲げた今年の運動会のテーマです。 

 今年は、各学年２クラス編成となり赤と青の２チームに分けることがで

きました。また、チーム旗を作成することで運動会への関わりを意識して

このような提案をして、実行に移しました。運動会を運営していくにあた

り、最初は不安しかありませんでした。しかし、最初の学校練習でチャイ

ムが鳴った瞬間の切替、生徒の視線、立ち姿、雰囲気を感じた瞬間「いけ

る」と確信しました。全校練習後、村山校長と「和田中学校の生徒は純粋

で一生懸命だよね。行進は手と足がここまで揃うとは思ってもいなかった

し、ラジオ体操でも手まで意識して体操を行うことができていてきれい

だった」と話をしました。本当にその言葉通りで、生徒たちは本番に向け

て意識を高くもち運動会を成功させたいという気持ちが伝わってきました。その勢いのまま、運

動会当日までの２週間、懸命に練習し勝利に向かって考え、よく話し合

いをしていました。当日は言うまでもなく、生徒一人一人がよく輝き昨

年度以上の良い運動会だと感じました。 

 さて、来年どうしようかと今から不安になっていますが、改めて生徒

にとっては１年に１回の行事である運動会を、我々教職員はもっと大切

にしなければならないと考えさせられました。来年はもっと感動するこ

とができるように、日々の教育活動に尽力していきます。 

「できることへの喜び」から                                松下 剛 

この３年間、運動会には様々な変化がありました。 

令和２年度は秋実施でした。コロナとどう向き合っていけばよいのか手探り状態の中で、それ

以前のスタイルから大きな変化を求められた運動会でした。校庭のイチョウの木から落ちるぎん

なんを拾いながら練習したことも今となっては良い思い出です。 

令和３年度は開校７０周年記念運動会でした。直前に発令された「まん延防止等重点措置」に

より、無観客開催を余儀なくされました。記念運動会を機に、全校生徒で作り上げる種目を入れ

たいという思いから「マスゲーム」を始めました。 

今年度、生徒の活躍を応援していただくことのできる運動会を開催できました。まだまだ配慮

することはたくさんあり、「with Corona」に対応しながら企画した運

動です。 

さて、この３年間の運動会スローガンを見ると、コロナに対する生徒

たちの心情の変化が感じ取れるような気がします。 

令和２年度「全員友笑 ～全員が友と笑える運動会～」 

令和３年度「全力少年少女」 

令和４年度「～巻き起こせ～ 優勝気流」 

「できることへの喜び」から「クラスの団結や優勝」を目標とできる運動会への変化です。

「with Corona」はまだまだ続くでしょうが、生徒たちが一生懸命になり、その姿を応援していた

だくことが保健体育科教員としての喜びです。   



 ６月７日（火）第一回和田中学校区地域教育連絡協議会（地教連）懇談会が行われました。杉並区内

各中学校区には、各中学校の地域教育連絡協議会が存在し、中学校を中心とした地域の取組が行われて

います。以前から「和田中学校のことがよく分からない」という声が小

学生の保護者の皆さんや一部地域の方からありました。年々その声が大

きくなり、青少年委員の皆さんを中心に、和田中保護者の会・地域支援

本部・和田小ＰＴＡ・杉十小ＰＴＡ・済美小ＰＴＡの皆さんのご協力を

いただき、２０１９年（平成３１年）より、設置準備会として教育懇談

会（２回）そして、ここ２年は、コロナ禍ではありましたが、小学生部

活動体験を開催しました。そして、今年、５月１９日（木）第一回運営

委員会を開催し、学区域の地域の方を交えた和田中学校区地域教育連絡

協議会が発足しました。 

 特に、特筆すべきは、他の協議会には見られない「構成員に生徒が含

まれる」ことです。生徒たちが率直な思いや考えを、学校・保護者・地域に発信できると同時に、地域

の一員であることを自覚できることです。これは、これまでに実施した「小学生部活動体験」での活動

を経て、試行錯誤してきた過程で、自然と形づけられてきました。  

 ７日（火）の懇談会では、小学生部活動体験実行委員から、出席された皆さんに、実際どのようなこ

とを行うのかプレゼンがあり、また、生徒の自己紹介では一人ひとりの発言に「立派ですね。」と感心

の声が上がりました。 

 

  １１日（土）は、天候が心配される中での開催となりました。が、 

サッカー部、テニス部の体験も無事に行うことができました。２年間の

経験を踏まえ、当日は、ほとんどの運営を生徒実行委員が担い、スムー

ズに実施することができたことは、地教連の活動として、定着したこと

がうかがえました。また、「自分が小年生の時に体験して、すごく楽し

かったから実行委員になった」という生徒も多く、コロナ禍の制限のあ

る中ではあったものの、実施してきたことの意義も、改めて感じること

ができました。 

 「地域社会で生きる」一人の人間として、地

域と共に活動し、「貢献」できる人材育成を

目指し、和田中学校は新しい道をまた歩き始

めました。 
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 総会では予告なしで代表生徒一人ひとりが

「立派」に自己紹介。感心の声が上がりました。 

  Kyiusho 

  笑い声が絶えない学活

受付にはたくさんの小学生が並び、実行委員の

指揮も上がりました。 

「中学生が優しかった」    

こんな声も聞こえてきました。

２年前、１年生だった３年生、

そして初の体験者だった２年

生が中心となっていることも、

感慨深いものがありました。 

２年前の１０月。発表の場が失われる中で、小学

生部活動体験の閉会式が、最後の発表となった

ダンス部、吹奏楽部。本当に大変な年でした。 

今年もキレッキレのダンスを見せてくれました。 
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 始業式後の会場設営は、「紅白幕張り」も「座席の調整」も 

 ３年生が黙々と進めていました。最上級生として、立派な姿が  

 随所に見られた一日になりました。 

  ２年生の職場体験学習が始まりました。２４日（金）事業所への事

前訪問が行われました。事業所によっては２９日（水）に実施します。

普段、感染予防対策のためのジャージ姿を見慣れているためか、標

準服で訪問先に出発する２年生の姿が、ちょっと大人に見えました。 

 前日の２３日（木）には、杉並公会

堂で行われた音楽鑑賞教室に参加

しました。学年集団として行動するのは、１年ぶりでもあり、「大人」の行動を

求められました。舞台から３・４列目という特等席で、テナー歌手の方の歌声

を間近で「体感」し感激したり、アンコール曲の「ラデツキー行進曲を運動会

の行進曲にしましょう」と財田先生に提案する生徒もいたり、一つ一つの体験

を大切にできる和田中生らしい素直さを感じられました。 

  学年主任の岡本先生に「行動はどうでしたか？」と尋ねると、「まだまだ個々の課題はありますが、集団とし

ては、とても良い行動ができていたのではないかと思います。」と返事が返ってきました。 

 さて、７月４日（月）から３日間の職場体験学習が始まります。それも３年

ぶりの職場体験学習です。「働くということ」はどういうことなのか、を体験で

きる貴重な機会です。集団は小さくなりますが、音楽鑑賞教室以上に「大

人」の行動を要求されます。体験を「自分の力に変えられる」２年生の活躍

に期待しています。 

 そして、決して忘れないでほしいことは、このコロナ禍に、中学生の体験

学習を受け入れてくださった皆さんへの「感謝」の気持ちです。地域の中の

一員として、どう行動すべきなのか、考えながら頑張ってください。 

事前訪問を終えての報告では、体験学習の開始

時間、昼食についてなどの確認をしました。 

 
ご協力いただく２９の事業所の皆さんです。（順不同） 

 救世軍ブース記念病院 和田小学校 堀ノ内東児童館 杉並児童交通公園 杉並区立郷土博物館 

 環境部 杉並清掃事務所 産業振興センター（成田農業自然公園） 高円寺図書館 宮前図書館 下井草図書館 

 サミットストア和泉店 サミットストア妙法寺前店 トモズ東高円寺店 オオゼキ東高円寺 オオゼキ和田 花六（はなろく） 

 中野サンプラザ エンジェル高円寺保育園 障害者生活支援課 杉並区立なのはな生活園 こすもす生活園  

 ブース記念老人保健施設グレイス ピノキオ幼児舎和田保育園 明愛保育園 明愛幼稚園 馬橋保育園  

 高円寺りとるぱんぷきんず アスク西荻窪保育園 パピーナ西荻北保育園 グローバルキッズ荻窪保育園 

                                                         よろしくお願いいたします。                         

廊下には求人票が貼られています。内容をよく 

読んでいる姿がありました。 

この職場体験学習は、平成１０年ごろから始められました。杉並区でも、それぞれの学校で、初めは生徒自身が色々な事

業所に連絡を取り訪問したり、教職員を初め保護者の方が体験先を探したり、試行錯誤を繰り返して実施してきました。

様々な変遷があり、今現在のように、事前・事後の訪問を含めて５日間の体験学習となりました。以前から体験先の事業

所の確保は難しく、コロナ禍においては益々困窮を極めております。「子供たちのために」と、ご協力いただいた事業所の

皆様、ご紹介いただいた地域の皆様、地域本部の皆様、感謝申し上げます。 


